
特別調査　2026年（令和８年）の経営見通し

このレポートは、当金庫のお取引先264社に対し
2025年 10～ 12月期の景気の現状と2026年
1～3月期の見通しを調査したものです。
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　2025年12月の日銀全国企業短期経済観測調査(短観)によると、企業の景
況感を示す業況判断指数(DI)は、大企業・製造業は＋15で前回調査から1ポイ
ント改善し、非製造業は＋34で前回調査と変動なし。大企業の先行きは、変動
なしの＋15、非製造業は6ポイント悪化の＋28を予測している。中小企業・製
造業のDIは＋6で前回調査から5ポイント改善、非製造業は＋15で同1ポイン
ト改善した。中小企業の先行きは、製造業で4ポイント悪化の＋2、非製造業で
は5ポイント悪化の＋10と予測している。
　信金中央金庫による全国の景況調査(有効回答数12,953企業)では、
2025年10～12月期(今期)の業況判断D.I.は▲2.4､前期比3.3ポイント改善
と、３四半期続けての小幅改善となった。業種別の業況判断D.I.は、全６業種
中、卸売業や製造業など４業種で、地域別には全11地域で、それぞれ改善した。
2026年１～３月期（来期）の予想業況判断D.I.は▲7.9と、今期実績比5.5ポイ
ントの低下を見込んでいる。業種別には全６業種で、また､地域別には全11地
域中、南九州を除く10地域で、それぞれ低下の見通しとなっている。
　2025年10～12月期の企業の景況判断ＢＳＩをみると、全規模・全産業ベー
スで「下降」超から均衡となっている。これを規模別にみると、大企業は「上昇」
超幅が縮小し、中堅企業は「下降」超に転じ、中小企業は「下降」超幅が縮小して
いる。また、業種別にみると、製造業は「下降」超に転じ、非製造業は「上昇」超に
転じている。先行きについては、大企業は1～3月期に「下降」超に転じるもの
の、4～6月期に再び「上昇」超に転じる見通し、中堅企業、中小企業は4～6月期
に「上昇」超に転じる見通しとなっている。
　日銀松本支店による県内2025年12月の企業短期経済観測調査(短観)によ
ると、企業の景況感を示す業況判断指数(DI)は製造業が▲3で前回調査から6
ポイント改善、非製造業は+15で前回調査から2ポイント改善した。先行きは
製造業で11ポイント悪化の▲14、非製造業で9ポイント悪化の＋6を予測して
いる。
　当金庫の調査による東信地区内企業の総合業況判断指数(DI)は、前期比4ポ
イント改善の▲10.9となった。業種別では全6業種中、製造業、卸売業、不動産
業で改善となった。翌期の業況判断指数は、今期実績比から13.9ポイント悪化
となる▲24.8を予測している。業種別では卸売業で改善を見込んでいる。
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　当金庫が実施した東信地区内258企業の回答（回答率97.7%）
によると、2025年10～12月期(今期)の総合業況判断指数(DI)は
▲10.9となり、前期比4.0ポイントの改善となった。また、前期におけ
る今期見通し（▲15.3）を4.4ポイント上回った。
　製造業・非製造業別のDIは、製造業が▲13.4で前期比14.3ポイ
ント改善し、非製造業は▲9.7で同0.7ポイント悪化した。売上・収益
面では、前年同期比売上額判断DIが前期比5.4ポイント上昇となる＋
0.8、同収益判断DIが1.0ポイント上昇の▲12.0となった。資金繰り
判断DIは2.2ポイント上昇となる▲8.1で推移している。雇用面で
は、人手過不足判断DIは▲26.0（マイナスは人手「不足」超）とマイ
ナス幅が4.9ポイント拡大し、人手不足感がやや強まった。また、前期比残業時間判断DIは4.2ポイント上昇した。
　業種別の業況判断DIは、全6業種中、サービス業、建設業が横ばい、製造業、卸売業、不動産業で改善となった。

　2026年１～３月期(翌期)の予測業況判断DIは▲24.8となり、今期実績比13.9ポイントの悪化を見込ん
でいる。製造業・非製造業別においては、製造業が▲28.0で今期実績比14.6ポイントの低下、非製造業は▲
23.3で同13.6ポイントの低下を見込んでいる。業種別では製造業が今期実績値▲14.6、卸売業が同＋6.3、
小売業が同▲17.9、サービス業が同▲9.1、建設業が同▲13.6、不動産業が同▲18.8となり、卸売業以外は
悪化する見通しが示された。

　地区内企業が抱える経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が前期比3.1 ポイント上昇し42.6%で引
き続きトップとなった。以下、「利幅の縮小 (29.1%)」、「同業者間の競争の激化 (26.4%)」、「人手不足
(19.8%)」、「人件費の増加（17.4%）」が上位項目となった。その他「原材料高（前期14.6%→16.7%）」、「工
場機械店舗狭小・老朽化（前期6.5%→10.1%）」に対する問題意識が高まっている。

　当面の重点経営施策では、「経費を節減する（51.6%）」が前期比7.8ポイント低下となったが、引き続きト
ップとなる。以下「販路を広げる（29.1%）」、「人材を確保する（27.9%）」、「情報力を強化する（17.1%）」、「宣
伝・広告を強化する（14.0%）」が上位項目となった。その他「品揃えを充実・改善する（前期9.2%→12.0%）」、
「教育訓練を強化する（前期6.1%→8.1%）」が上昇した。

　長野労働局が発表した2025年11月の県内有効求人倍率(季節調整値)は、1.26倍で、前月を0.01ポイン
ト上回った。地域別有効求人倍率（実数値）では東信地域で前年同月を上回り、安定所別では12安定所中、7安
定所で前年同月を下回った。
　東信地区の2025年11月の有効求人倍率(実数値)は、前年同月を0.01ポイント上回る1.37倍とな
り、安定所別では上田地域が前年同月比0.04ポイント下回る1.38倍、小諸・佐久地域が同0.05ポイン
ト上回る1.36倍となった。

（2025.12.26　長野労働局発表資料「最近の雇用情勢（令和７年１１月分）」に基づく）

東信地区・業況判断指数推移（全産業業況感DI）（対前期比）
※棒グラフは業況判断指数、折れ線グラフは業況感DIを表わしています。
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回答企業258社の業況調査（%）
　　現在の業況感と3ヶ月後の予測
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回答企業 16 社

　業況感ＤＩは前期比15.8ポイント上昇となる▲31.3と改善。売上額
ＤＩは前期比0.4ポイント低下の▲6.3と後退、収益ＤＩは前期比18.4
ポイント低下の▲12.5と後退した。仕入価格ＤＩは同2.2ポイント小幅
低下の62.5となり高値水準が続いている。

　「売上の停滞・減少（43.8%）」が前期比15.1ポイント低下するも引き
続きトップとなる。以下、「同業者間の競争の激化(37.5%)」が同8.1%
上昇し、「販売商品の不足（31.3%）」が同13.7ポイント増加して7位か
らランクアップした。

　「販路を広げる（56.3%）」が引き続きトップとなる。以下、「経費を節
減」、「品揃えを充実」が43.8%で続いた。なかでも「品揃えを充実」は前
期比14.4%上昇した。以下、「人材を確保（37.5%）」、「情報力を強化
（12.5%）」と続いた。

　業況感ＤＩは今期から6.3ポイント上昇となる▲25.0となったが、売
上額ＤＩは31.2ポイント低下となる▲37.5、収益ＤＩは31.3ポイント
低下となる▲43.8を予測しており、厳しい見通しが示されている。

　卸売業全体として、軽井沢町では今後開業予定のホテルも多く東信地
区以外からの新規参入業者が増加している。生花卸では冠婚葬祭用の生
花需要は増加傾向で回復基調と言える。食料品卸では、新米の仕入は順調
に推移しているが、店頭価格が下がってきているため控え気味に卸して
いる。食用米が増加したが、一方でもち米は減少していることから、年末
の最盛期に向けてもち米の在庫の確保が難しいとのこと。また、レタス等
の葉物野菜については値動きが大きく、外食業界では値動きに関係なく
常時用意する方針であったが、高値が続き欠品も止む無しとの方針に転
換してきている。農薬・農業資材卸では、仕入金額の上昇分を販売価格へ
転嫁できず個人農家の廃業も多く先細り感が否めない様子。　
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　業況感ＤＩは前期比14.3ポイント上昇の▲13.4、売上額ＤＩは前期比
9.8ポイント上昇の11.0、収益ＤＩは前期比20.5ポイント上昇の8.5とい
ずれも改善した。原材料価格ＤＩは前期比2.0ポイント低下の36.6となり
徐々に低下傾向にある。

　「原材料高（52.4%）」が前期比6.6ポイント上昇し、前回2位から順位
を上げてトップとなる。以下、「売上の停滞・減少（43.9%）」「利幅の縮小
（31.7%）」、「人件費の増加（26.8%）」、「工場機械の狭小・老朽化
（20.7%）」と続いた。

　「経費を節減（56.1%）」が引き続きトップとなる。以下、「販路を広げる
（52.4%）」、「人材を確保（28.0%）」、「情報力を強化（18.3%）」、「機械化
を推進（17.1%）」と続いた。前回と順位に変動はなかった。

　業況感ＤＩは今期比14.6ポイント低下となる▲28.0、売上額ＤＩは29.3
ポイント低下となる▲18.3、収益ＤＩは29.2ポイント低下となる▲20.7を
予測しており、先行きの厳しい見通しが示された。

　親会社から安定的な受注が得られているが、原材料の高騰による利幅の
縮小が問題点であるとの声が多く聞かれた。工作機械部品では、スマート
フォン、半導体関連部品受注が好調に推移しており、価格転嫁も図られて
いるが、今後は米国関税政策の影響からやや下振れる予想を立てている。
プラスチック業界は内需が大きく円安は大きな課題とのこと。食料品製造
業では、米価格の高騰から原材料が値上がりしており、価格転嫁しきれてい
ない。漬物製造では、特に野沢菜について天候不順による原材料の確保に
苦慮し、季節ごとの産地に変化が生じている。自動車ブレーキ関連では、中
国産ＥＶ車向けの受注増加から依然として繁忙とのこと。中国経済が低迷
している中でもＥＶ車の生産については減退が無く受注は増加している。
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　業況感ＤＩは前期と同じ13.6となり3期連続プラス圏を維持している。売
上額ＤＩは前期比18.2ポイント上昇の22.7、収益ＤＩは前期比36.4ポイン
ト大幅に上昇となる18.2となった。但し、材料価格ＤＩは前期比18.2ポイ
ント上昇し、資金繰りＤＩは4.5ポイント低下した。

　前回7位だった「人手不足」が前期比27.3ポイント上昇し40.9%となり
トップとなった。以下、「同業者間の競争の激化（31.8%）」、「売上の停滞・
減少（31.8%）」「人件費の増加（27.3%）」「材料価格上昇（27.3%）」と
続いた。

　「人材を確保（36.4%）」が前期比18.2ポイント上昇しトップとなる。「経
費を節減（31.8%）」は前回から27.3ポイント低下した。以下、「販路を広
げる」、「宣伝・広告を強化する」がそれぞれ22.7%と続いた。「店舗・設備
を改装する」は前期比13.7%上昇しランクインした。

　業況感ＤＩは今期比9.1ポイント低下となる4.5と予測し、引き続きプラ
ス圏を維持する見通しとなった。売上額ＤＩは変わらず、収益ＤＩは27.3ポイ
ント、資金繰りＤＩも18.2ポイントそれぞれ低下する見通しとなった。

　別所温泉にある北向観音の「御開帳（11/9終了）」により周辺の旅館は
売上増加し、年末年始の予約も好調に推移している。鹿教湯温泉でも、秋
の紅葉シーズンの観光客は増加した。冷凍食品保管の引合いは前年に比
べ増加基調であり、次期も若干の増加を予想している。運送業では、燃料
高騰等を含めた経費上昇により価格転嫁を進めているが、今後は政府の
補助、暫定税率廃止により燃料費負担の軽減が期待できる。価格転嫁を進
めた事と燃料費減により、増収増益が見込まれる。荷物運搬では、猛暑と局
地的な豪雨の影響から南佐久地区の高原野菜の出荷状況が悪く、野菜運
送量が減少している。トラックの入替も行いたいが、2割程度値上がりして
おり、軽油の軽減税率低下状況を見つつ慎重に検討の方針とのこと。
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13.6
4.5

▲ 18.2
22.7
40.9
0.0
4.5
0.0

▲ 4.5
▲ 4.5
▲ 13.6
27.3
59.1

▲ 18.2
27.3
18.2

▲ 13.6
▲ 22.7
▲ 27.3
31.8
63.6
▲ 9.1
▲ 9.1
▲ 13.6

18.2
4.5
0.0
27.3
68.2
▲ 9.1
9.1
9.1

▲ 42.3
▲ 38.5
▲ 41.0

9.0
26.9
▲ 1.3
▲ 24.4

1～3月10～12月7～9月1～3月10～12月 4～6月

30.8
32.1

59.0

20.5
14.1

①経費を節減
②宣伝・広告を強化する
③品揃えを充実
④売れ筋商品を扱う
⑤仕入先を開拓選別

回答企業 78 社

　業況感ＤＩは前期比6.7ポイント低下となる▲24.4、売上額ＤＩは前期比
7.8ポイント低下の▲10.3、収益ＤＩは前期比1.4ポイント低下の▲14.1
と３指数揃って後退した。仕入価格ＤＩは前期比1.7ポイント上昇の34.6と
なったが、販売価格ＤＩも11.7ポイント上昇しており、資金繰りＤＩは前期比
2.4ポイント小幅に改善した。

　「売上の停滞・減少（48.7%）」が前期比5.7ポイント上昇し引き続きトッ
プとなる。以下、「利幅の縮小（30.8%）」、「大型店との競争の激化
（24.4%）」、「同業者間の競争の激化（24.4%）」、「人件費の増加
（14.1%）」となった。

　「経費を節減（59.0%）」が前期比5.6ポイント低下するも引き続きトッ
プ。以下、「宣伝・広告を強化する（32.1%）」、「品揃えを充実（30.8%）」、
「売れ筋商品を扱う（20.5%）」、「仕入先を開拓選別（14.1%）」と続いた。

　業況感ＤＩは今期比17.9ポイント低下となる▲42.3、売上額ＤＩは28.2
ポイント低下となる▲38.5、収益ＤＩは26.9ポイント低下となる▲41.0
を予測している。四半期のなかで最も落込みが予想される時期であるが、
例年以上に後退する見通しとなっている。

　今秋の松茸小屋の売上高は、前年比減少しており、松茸の不作が要因と
分析している。タイヤ販売店では、原材料や原油価格の高騰、為替レート
の変動、物流コストの増加を要因にタイヤやホイール価格が年々上昇し
ており、ネット販売へ顧客が流れてしまうことを懸念している。寝具店で
は、10 月に気温が一気に下がったことで羽毛布団の売れ行きが例年よ
り活発であった。自動車販売では、中古車は品不足の状況が続いており、
価格も高騰し、新車とほぼ変わらない価格のものもあり中古車のメリッ
トが薄くなってきている。燃料小売業では、暫定税率廃止に向けた段階的
な補助金があるが、在庫は補助支給前の価格の為、値下げ販売では採算が
取れず、一部買い控えもあった。

24.4

24.4

14.1

30.8

48.7

(24.1)

(15.2)

(15.2) ④

④

②

③

①

(22.8)

(64.6)

(31.6)

(24.1)

(13.9) ⑥⑤人件費の増加

③同業者間の競争の激化

③大型店との競争の激化

②利幅の縮小

①売上の停滞・減少

④

②

②

①

(31.8)

(43.0)

2026年

▲ 24.4
▲ 10.3
▲ 14.1
23.1
34.6
2.6

▲ 17.9
▲ 9.0
▲ 19.2
39.7

2025年2025年2025年2024年 2025年

▲ 17.7
▲ 2.5
▲ 12.7
11.4
32.9
1.3

▲ 20.3
5.1

▲ 12.7
39.2

▲ 35.4
▲ 32.9
▲ 39.2
19.0
43.0
▲ 1.3
▲ 22.8
▲ 15.2
▲ 29.1
46.8

▲ 16.7
1.3

▲ 17.9
29.5
46.2
5.1

▲ 16.7
5.1

▲ 14.1
48.7

▲ 16.5
0.0

▲ 11.4
39.2
48.1
5.1

▲ 21.5
▲ 2.5
▲ 8.9
45.6
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12.5
▲ 6.3
0.0

　18.8
18.8

▲ 37.5
12.5

1～3月10～12月7～9月4～6月1～3月10～12月　業況感ＤＩは前期比6.3ポイント上昇となる31.3と改善、売上額ＤＩは前
期比6.2ポイント上昇の37.5、収益ＤＩは前期と同率となる31.3と好調を
維持している。仕入価格ＤＩは前期比37.5ポイント低下の43.8となるが、
引き続き高値で推移し在庫も不足している。

　「地価・商品物件の高騰（75.0%）」が前回から12.5ポイント上昇し引
き続きトップとなった。以下、 「同業者間の競争の激化（68.8%）」、「商
品物件の不足（56.3%）」、「利幅の縮小（31.3%）」、「売上の停滞・減少
（25.0%）」と続いた。

　「情報力を強化（100%）」が満票を獲得し引き続きトップとなった。以
下、「宣伝・広告を強化する（37.5%）」、「販路を広げる（31.3%）」、「人材
を確保（25.0%）」「提携先をみつける（18.8%）」となった。特に「人材を
確保」は18.7ポイント上昇した。

　業況感ＤＩは今期比18.8ポイント低下となる12.5、売上額ＤＩは43.8ポ
イント低下となる▲6.3、収益ＤＩは31.3ポイント低下となる0.0を予測し
ている。在庫ＤＩは変わらないが、販売価格ＤＩと仕入価格ＤＩは大きく低下す
る見通しとなっている。

　建築資材の高値が続き、住宅建築価格が上がり続けているなか、中古
住宅の需要が高まり問い合わせが増加している。軽井沢・御代田地区で
は、移住者の増加に伴う物件不足により不動産価格は引続き上昇し、ア
パート建設も増加している。特に軽井沢町内では外国人が不動産を求
める事例が増加し、マンションやホテルの建設計画も急増している。ま
た、大手企業による積極な投資が目立つなど加熱しすぎており、反動を
懸念する声が多い。佐久平駅前周辺においても、不動産分譲は活発に推
移している。需要と供給のバランスは保たれており積極的な投資が見
受けられる。アパート賃貸業では、満室となっているが、家賃の引上げを
検討しており、建物が古くなっているなかでの値上げになるので、慎重
に交渉していきたいとのこと。

31.3
37.5

100.0

25.0
18.8

56.3

25.0

31.3

68.8

75.0

(50.0)

(18.8)

(12.5) ⑥⑤売上の停滞・減少

④利幅の縮小

③商品物件の不足

②同業者間の競争の激化

①地価・商品物件の高騰

①情報力を強化
②宣伝・広告を強化する
③販路を広げる
④人材を確保
⑤提携先を見つける

⑤

②

②

①

(50.0)

(62.5)

2026年

(25.0)

(6.3)

(6.3) ⑥

⑥

③

②(43.8)

(93.8)(93.8) ①①

2025年2025年2025年2025年2024年

31.3
37.5
31.3
50.0
43.8

▲ 37.5
18.8
43.8
37.5

回答企業 16 社

25.0
31.3
31.3
56.3
81.3

▲ 18.8
6.3
31.3
37.5

12.5
31.3
18.8
62.5
75.0

▲ 18.8
0.0
0.0
0.0

18.8
6.3
12.5
56.3
75.0

▲ 25.0
18.8
37.5
37.5

31.3
37.5
25.0
25.0
43.8

▲ 43.8
0.0
37.5
18.8

▲ 15.9
▲ 18.2
▲ 20.5
▲ 20.5
▲ 22.7
45.5
15.9
0.0

▲ 11.4

1～3月10～12月7～9月1～3月10～12月 4～6月

38.6
56.8
59.1

29.5
25.0

　業況感ＤＩは前期と同じ▲2.3となったが、売上額ＤＩは前期比15.9ポイ
ント上昇となる13.6、受注残ＤＩは同11.3ポイント上昇となる▲2.3、施工
高ＤＩは同13.6ポイント上昇となる4.5、収益ＤＩは同6.8ポイント上昇とな
る0.0となった。但し、工期の長期化から資金繰りＤＩは同6.8ポイント低下
となる▲4.5と後退した。

　「材料価格上昇（72.7%）」が前回から6.8ポイント上昇し引き続きトッ
プ。以下、「人手不足（45.5%）」、「売上の停滞・減少（40.9%）」、「同業者
間の競争の激化（31.8%）」、「利幅の縮小(27.3%)」と続いた。

　「人材を確保（59.1%）」が前回から13.6ポイント上昇してトップとな
る。以下、「経費を節減（56.8%）」、「技術力を強化（38.6%）」、「販路を広
げる（29.5%）」、「情報力を強化（25.0%）」と続いた。

　業況感ＤＩは今期比13.6ポイント低下となる▲15.9、売上額ＤＩは31.8
ポイント低下となる▲18.2、収益ＤＩは22.7ポイント低下となる▲22.7
を予測しており、受注残ＤＩ、施工高ＤＩを含め揃って悪化する厳しい見通し
となった。

　住宅建設については、地価や材料価格の高騰、建築確認基準の変更
等もあり着工戸数は減少傾向であるが、下請け不足や人手不足の改善
は見られない。一方で、在来工法や木材へのこだわりを重視する顧客か
らの問い合わせが増加している。土木工事では、公共工事が例年より減
っており、入札競争が激しくなっている。測量作業については、 ３Ｄスキ
ャナー等、ＩＣＴ技術を導入することにより、３次元データから正確な
設計図が作成されるようになり、従来は2～3名必要であった作業が1
人で可能となっている。空き家の解体工事は伸びており、解体工事を通
じて、不動産売買の相談も増えている。女性社員が現場で活躍できるよ
う環境整備を進めており、現場に女性専用の更衣室やトイレを設置す
るなどの配慮をしているとのこと。

40.9

31.8

27.3

45.5

72.7

(36.4)

(22.7)

(18.2) ⑤

④

③

①

②

(63.6)

(45.5)

(22.7)

(34.1)

(29.5) ④⑤利幅の縮小

④同業者間の競争の激化

③売上の停滞・減少

②人手不足

①材料価格上昇

①人材を確保
②経費を節減
③技術力を強化
④販路を広げる
⑤情報力を強化

③

⑥

②

①

(45.5)

(65.9)

2026年

▲ 2.3
13.6
▲ 2.3
4.5
0.0
43.2
13.6
0.0

▲ 4.5
▲ 4.5
▲ 20.5

回答企業 44 社
2025年2025年2025年2025年2024年

▲ 2.3
▲ 2.3
▲ 13.6
▲ 9.1
▲ 6.8
52.3
25.0
4.5
2.3

▲ 13.6
▲ 15.9

0.0
▲ 2.3
▲ 6.8
▲ 4.5
▲ 6.8
52.3
18.2
6.8
4.5
6.8

▲ 2.3

▲ 11.4
▲ 15.9
▲ 20.5
▲ 15.9
▲ 18.2
47.7
20.5
9.1

▲ 6.8
0.0

▲ 6.8

4.5
6.8
0.0
0.0

▲ 15.9
50.0
20.5
0.0

▲ 9.1
4.5

▲ 2.3
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「2026年（令和8年）の経営見通し」

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

回
答
企
業
２
５
８
社
に
よ
る
調
査
結
果
で
す
。

今回は当金庫営業区域内（東信地区）中小企業経営者の皆さまに
「2026年（令和8年）の経営見通し」についてお聞きしました。

　2026年の我が国の景気見通しについては、｢良い｣(｢非常に良い｣･｢良い｣･｢やや良い｣の合計)と回答
する割合が13.2％、｢悪い｣(｢やや悪い｣･｢悪い｣･｢非常に悪い｣の合計)が50.0％となった。この結果、 
「良い」の割合から「悪い」の割合を引いた景気見通しＤＩは▲36.8と、１年前の調査（▲57.3）と比べて
20.5ポイントの改善となった。
　業種別では、1年前の調査と比べて、製造業（1年前▲59.1→今回▲30.5）、サービス業（▲72.7→▲
27.4）、建設業（▲56.8→▲36.3）、不動産業 (▲56.2→18.7)が大幅に上昇し、卸売業（▲29.5→▲
37.5）で低下、小売業（▲57.7→▲57.7）は同ポイントとなった。

　2026年の自社の業況見通しについては、「良い」（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）が14.3
％、「悪い」（「非常に悪い」・「悪い」・「やや悪い」の合計）が40.8％となった。この結果、自社の業況見通し
ＤＩは｢良い－悪い」が▲26.5となり、１年前の調査（▲32.5）に比べて6.0ポイントの改善となった。
　業種別では、１年前の調査と比べて、製造業（１年前▲38.6→今回▲18.3）、小売業（▲42.2→▲
41.1）、サービス業（▲31.9→▲22.8）、不動産業（6.3→12.5）で上昇し、卸売業（▲23.6→▲37.6）、
建設業（▲22.7→▲27.2）で低下見通しとなった。

貴社では、2026年の日本の景気をどのように見通していますか。
次の中から1つ選んでお答えください。

貴社では、2026年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。
次の中から1つ選んでお答えください。

●
調
査
時
点
２
０
２
５
年　

月
　
日
現
在･

調
査
対
象
企
業
２
６
４
社（
回
答
率　

％
）

業
0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0

2.42.4 6.36.3 0.00.0 4.54.5 0.00.0 12.512.5
11.011.0 12.512.5 3.83.8 22.722.7 9.19.1 31.331.3

2.32.3
10.910.9

37.237.2
10.910.9
1.91.9

35.435.4
8.58.5
0.00.0

43.843.8
0.00.0
12.512.5

47.447.4
10.310.3
3.83.8

27.327.3
27.327.3
0.00.0

31.831.8
13.613.6
0.00.0

18.818.8
6.36.3
0.00.0

①非常に良い①非常に良い
②良い②良い
③やや良い③やや良い
④普通④普通
⑤やや悪い⑤やや悪い
⑥悪い⑥悪い
⑦非常に悪い⑦非常に悪い

42.742.7 25.025.0 34.634.6 18.218.2 45.545.5 31.331.336.836.8

①0.0％
②2.3％

③10.9％

④36.8％

⑤37.2％

⑥10.9％
⑦1.9％

業
0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0

1.21.2 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 6.36.3
6.06.0 29.429.4 6.46.4 0.00.0 0.00.0 0.00.0

0.80.8
5.85.8

48.148.1
13.113.1
2.72.7

48.248.2
15.715.7
2.42.4

47.147.1
11.811.8
0.00.0

46.246.2
12.812.8
5.15.1

59.159.1
13.613.6
0.00.0

40.940.9
13.613.6
2.32.3

62.562.5
0.00.0
0.00.0

①非常に良い①非常に良い
②良い②良い
③やや良い③やや良い
④普通④普通
⑤やや悪い⑤やや悪い
⑥悪い⑥悪い
⑦非常に悪い⑦非常に悪い

26.526.5 11.811.8 29.529.5 27.327.3 43.243.2 31.331.329.629.6

①0.0％
②0.8％
③5.8％

④29.6％

⑤48.1％

⑥13.1％

⑦2.7％

業
0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0

1.21.2 6.36.3 1.31.3 4.54.5 2.32.3 0.00.0
18.318.3 12.512.5 5.15.1 13.613.6 9.19.1 25.025.0

1.91.9
12.412.4

29.129.1
10.510.5
1.21.2

30.530.5
7.37.3
0.00.0

43.843.8
6.36.3
6.36.3

30.830.8
14.114.1
2.62.6

13.613.6
27.327.3
0.00.0

31.831.8
6.86.8
0.00.0

12.512.5
0.00.0
0.00.0

①非常に良い①非常に良い
②良い②良い
③やや良い③やや良い
④普通④普通
⑤やや悪い⑤やや悪い
⑥悪い⑥悪い
⑦非常に悪い⑦非常に悪い

42.742.7 25.025.0 46.246.2 40.940.9 50.050.0 62.562.545.045.0

①0.0％

②1.9％

③12.4％

④45.0％

⑤29.1％

⑥10.5％

⑦1.2％

業
0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0

1.21.2 0.00.0 0.00.0 4.54.5 0.00.0 6.36.3
8.48.4 17.617.6 2.62.6 18.218.2 9.19.1 12.512.5

1.21.2
8.58.5

28.828.8
11.511.5
1.91.9

31.331.3
14.514.5
2.42.4

29.429.4
11.811.8
0.00.0

28.228.2
12.812.8
3.83.8

36.436.4
18.218.2
0.00.0

27.327.3
4.54.5
0.00.0

12.512.5
0.00.0
0.00.0

①非常に良い①非常に良い
②良い②良い
③やや良い③やや良い
④普通④普通
⑤やや悪い⑤やや悪い
⑥悪い⑥悪い
⑦非常に悪い⑦非常に悪い

42.242.2 41.241.2 52.652.6 22.722.7 59.159.1 68.868.848.148.1

①0.0％

②1.2％

③8.5％

④48.1％
⑤28.8％

⑥11.5％

⑦1.9％

97.7

16

12

2025年

2025年

2026年

2026年

①30%以上の増加

③10～19％の増加

⑤変わらない

⑨30％以上の減少
⑧20～29％の減少
⑦10～19％の減少
⑥10％未満の減少

④10％未満の増加

②20～29％の増加
0.4
0.4
6.2
23.6
43.0
19.4
4.3
1.6
1.2

1.2
0.0
8.5
19.5
47.6
15.9
7.3
0.0
0.0

0.0
0.0
0.0
37.5
37.5
18.8
0.0
6.3
0.0

0.0
0.0
3.8
20.5
44.9
21.8
2.6
2.6
3.8

0.0
4.5
9.1
36.4
27.3
18.2
4.5
0.0
0.0

0.0
0.0
2.3
25.0
40.9
25.0
4.5
2.3
0.0

0.0
0.0
18.8
25.0
43.8
12.5
0.0
0.0
0.0

16.3 15.9 18.8 10.3 18.2 18.2 37.5
14.6 12.5 5.1 18.2 15.9 6.3
23.2 12.5 7.7 9.1 6.8 18.8

11.6
13.6

8.1
4.3
36.0

3.7
6.1
28.0

6.3
12.5
25.0

11.5
2.6
52.6

13.6
4.5
36.4

4.5
2.3
34.1

18.8
0.0
12.5

①すでに上向いている
②6か月以内
③1年後
④2年後
⑤3年後
⑥3年超
⑦業況改善の見通しは立たない

8.5 12.5 10.3 0.0 18.2 6.310.1

12.8 18.3 25.0 5.1 18.2 13.6 0.0
0.0 0.0 1.3 4.5 2.3 0.0
2.4 0.0 11.5 4.5 6.8 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
3.7 6.3 1.3 0.0 0.0 0.0

1.2
5.8
0.0
1.9
2.7
12.4
14.7
0.8
47.7

0.0
24.4
14.6
1.2
35.4

0.0
18.8
25.0
0.0
25.0

3.8
5.1
12.8
1.3
57.7

0.0
9.1
13.6
0.0
50.0

9.1
4.5
18.2
0.0
45.5

0.0
6.3
6.3
0.0
87.5

①取引先との慣行で使わざるを得ない
②経理事務の変更が困難
③コスト面で現状のままが最適
④でんさい、IB等のセキュリティ面に懸念
⑤でんさい、IB等の操作面に懸念
⑥その他
⑦でんさい
⑧ＩＢ
⑨その他
⓪使っていない



0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2.4 6.3 0.0 4.5 0.0 12.5
11.0 12.5 3.8 22.7 9.1 31.3

2.3
10.9

37.2
10.9
1.9

35.4
8.5
0.0

43.8
0.0
12.5

47.4
10.3
3.8

27.3
27.3
0.0

31.8
13.6
0.0

18.8
6.3
0.0

①非常に良い
②良い
③やや良い
④普通
⑤やや悪い
⑥悪い
⑦非常に悪い

42.7 25.0 34.6 18.2 45.5 31.336.8

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3
6.0 29.4 6.4 0.0 0.0 0.0

0.8
5.8

48.1
13.1
2.7

48.2
15.7
2.4

47.1
11.8
0.0

46.2
12.8
5.1

59.1
13.6
0.0

40.9
13.6
2.3

62.5
0.0
0.0

①非常に良い
②良い
③やや良い
④普通
⑤やや悪い
⑥悪い
⑦非常に悪い

26.5 11.8 29.5 27.3 43.2 31.329.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.2 6.3 1.3 4.5 2.3 0.0
18.3 12.5 5.1 13.6 9.1 25.0

1.9
12.4

29.1
10.5
1.2

30.5
7.3
0.0

43.8
6.3
6.3

30.8
14.1
2.6

13.6
27.3
0.0

31.8
6.8
0.0

12.5
0.0
0.0

①非常に良い
②良い
③やや良い
④普通
⑤やや悪い
⑥悪い
⑦非常に悪い

42.7 25.0 46.2 40.9 50.0 62.545.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.2 0.0 0.0 4.5 0.0 6.3
8.4 17.6 2.6 18.2 9.1 12.5

1.2
8.5

28.8
11.5
1.9

31.3
14.5
2.4

29.4
11.8
0.0

28.2
12.8
3.8

36.4
18.2
0.0

27.3
4.5
0.0

12.5
0.0
0.0

①非常に良い
②良い
③やや良い
④普通
⑤やや悪い
⑥悪い
⑦非常に悪い

42.2 41.2 52.6 22.7 59.1 68.848.1

「
２
０
２
６
年（
令
和
８
年
）の
経
営
見
通
し
」

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 建設業 不動産業

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業

　202６年の自社の売上額の伸び率については、「増加」と「減少」で見てみると「増加」が 30.6%、「減少」が
26.5%となった。この結果、「増加」の割合から「減少」の割合を引いた売上額の伸び率 DI は 4.1 となり、１年前
の調査（▲0.4）に比べて4.5ポイント上昇した。
　業種別では、製造業、卸売業、サービス業、不動産業でプラスとなる見通しが示され、小売業、建設業では慎重な
見通しが示された。

　自社の業況が上向く転換点については、1年前の調査と比べて「すでに上向いている」（1年前18.5→今回16.3）、
「６か月以内」（7.3→11.6）、「１年後」（16.2→13.6）とする比較的前向きな回答（42.0→41.5）が僅かに低下してお
り、中間となる「２年後」（11.2→10.1）、「３年後」（7.7→8.1）、「３年超」（6.2→4.3）を除いた「業況改善の見通しは
立たない」（33.1→36.0）は１年前の調査と比べて2.9ポイント上昇した。製造業と不動産業を除き、「業況改善の見
通しは立たない」という回答が前年と比べて増加していることから、業況改善に対して厳しい見通しとなっている。

　紙の手形・小切手の利用状況については、使っていると回答した企業は合計で 24.4％となり、４分の１の企業
で紙の手形・小切手が残存しているという結果となった。（2025年 12月調査時点）
　業種別では、卸売業と建設業で利用している割合が高かった。一方で、 「紙の手形・小切手をやめた」企業は合
計で 27.9％、「そもそも使っていない」企業は 47.7％となった。業種別では製造業にて「でんさい」の利用が
進んでいる結果となった。

2026年において貴社の売上額の伸び率は、2025年に比べておおよそどの
くらいになると見通していますか。次の中から１つ選んでお答えください。

貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。
次の中から１つ選んでお答えください。

【特別設問】紙の手形・小切手の利用状況についてお伺いします。政府は、2027
年３月末までに約束手形の利用廃止、小切手の全面的な電子化の方針を示しています。
貴社では、現時点で、企業間の資金決済の手段として、紙の手形・小切手を使って
いますか。使っている場合はその理由を①～⑥から、もともと使っていたがやめた場
合は現在の主な資金決済手段を⑦～⑨から、そもそも手形・小切手自体を使ってい
ない場合は⓪から、最もあてはまるものを1つだけ選んでお答えください。

サービス業
①30%以上の増加①30%以上の増加

③10～19％の増加③10～19％の増加

⑤変わらない⑤変わらない

⑨30％以上の減少⑨30％以上の減少
⑧20～29％の減少⑧20～29％の減少
⑦10～19％の減少⑦10～19％の減少
⑥10％未満の減少⑥10％未満の減少

④10％未満の増加④10％未満の増加

②20～29％の増加②20～29％の増加
0.40.4
0.40.4
6.26.2
23.623.6
43.043.0
19.419.4
4.34.3
1.61.6
1.21.2

1.21.2
0.00.0
8.58.5
19.519.5
47.647.6
15.915.9
7.37.3
0.00.0
0.00.0

0.00.0
0.00.0
0.00.0
37.537.5
37.537.5
18.818.8
0.00.0
6.36.3
0.00.0

0.00.0
0.00.0
3.83.8
20.520.5
44.944.9
21.821.8
2.62.6
2.62.6
3.83.8

0.00.0
4.54.5
9.19.1
36.436.4
27.327.3
18.218.2
4.54.5
0.00.0
0.00.0

0.00.0
0.00.0
2.32.3
25.025.0
40.940.9
25.025.0
4.54.5
2.32.3
0.00.0

0.00.0
0.00.0
18.818.8
25.025.0
43.843.8
12.512.5
0.00.0
0.00.0
0.00.0

①0.4％
②0.4％
③6.2％

⑧1.6％

④23.6％

⑤43.0％

⑥19.4％

⑦4.3％

⑨1.2％

⑨0.8％

⓪47.7％

項 目 全企業 製造業 卸売業 小売業 サービス 建設業 不動産業業
16.316.3 15.915.9 18.818.8 10.310.3 18.218.2 18.218.2 37.537.5

14.614.6 12.512.5 5.15.1 18.218.2 15.915.9 6.36.3
23.223.2 12.512.5 7.77.7 9.19.1 6.86.8 18.818.8

11.611.6
13.613.6

8.18.1
4.34.3
36.036.0

3.73.7
6.16.1
28.028.0

6.36.3
12.512.5
25.025.0

11.511.5
2.62.6
52.652.6

13.613.6
4.54.5
36.436.4

4.54.5
2.32.3
34.134.1

18.818.8
0.00.0
12.512.5

①すでに上向いている①すでに上向いている
②6か月以内②6か月以内
③1年後③1年後
④2年後④2年後
⑤3年後⑤3年後
⑥3年超⑥3年超
⑦業況改善の見通しは立たない⑦業況改善の見通しは立たない

8.58.5 12.512.5 10.310.3 0.00.0 18.218.2 6.36.310.110.1

①16.3％

②11.6％

③13.6％

④10.1％⑤8.1％

⑥4.3％

⑦36.0％

業
12.812.8 18.318.3 25.025.0 5.15.1 18.218.2 13.613.6 0.00.0

0.00.0 0.00.0 1.31.3 4.54.5 2.32.3 0.00.0
2.42.4 0.00.0 11.511.5 4.54.5 6.86.8 0.00.0
0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0 0.00.0
3.73.7 6.36.3 1.31.3 0.00.0 0.00.0 0.00.0

1.21.2
5.85.8
0.00.0
1.91.9
2.72.7
12.412.4
14.714.7
0.80.8
47.747.7

0.00.0
24.424.4
14.614.6
1.21.2
35.435.4

0.00.0
18.818.8
25.025.0
0.00.0
25.025.0

3.83.8
5.15.1
12.812.8
1.31.3
57.757.7

0.00.0
9.19.1
13.613.6
0.00.0
50.050.0

9.19.1
4.54.5
18.218.2
0.00.0
45.545.5

0.00.0
6.36.3
6.36.3
0.00.0
87.587.5

①取引先との慣行で使わざるを得ない①取引先との慣行で使わざるを得ない
②経理事務の変更が困難②経理事務の変更が困難
③コスト面で現状のままが最適③コスト面で現状のままが最適
④でんさい、IB等のセキュリティ面に懸念④でんさい、IB等のセキュリティ面に懸念
⑤でんさい、IB等の操作面に懸念⑤でんさい、IB等の操作面に懸念
⑥その他⑥その他
⑦でんさい⑦でんさい
⑧ＩＢ⑧ＩＢ
⑨その他⑨その他
⓪使っていない⓪使っていない

①12.8％
②1.2％
③5.8％
④0.0％
⑤1.9％
⑥2.7％

⑦12.4％

⑧14.7％



(93.8) ①

2025.10～12 2026.1～3

258258

▲10.9
(▲15.3)
6.6

(▲ 8.8)
2.4

(▲ 7.9)
4.5
(4.5)
1.2

(▲14.9)
21.9
(12.8)
40.0
(37.5)
36.6
(32.5)
4.9
(1.2)
27.3
(18.2)
48.5
(39.4)
13.6
(15.9)
▲ 1.9
(▲ 1.3)
▲ 8.1
(▲13.0)

0.8
▲12.0
44.7

(▲24.8)

(▲21.3)

(▲22.2)

(▲20.5)

(▲26.4)

(8.9)

(27.3)

(30.5)

(2.4)

(13.6)

(47.0)

(15.9)

(▲ 5.2)

(▲14.7)

2025.7～9

261261
2025.4～62025.1～3

261260260 261261
2024.10～12

▲14.9
(▲16.5)
1.1

(▲ 2.7)
▲ 8.7
(▲ 7.1)
▲ 9.1
(2.3)
▲ 8.0
(▲ 6.5)
20.5
(20.0)
44.6
(34.8)
38.6
(25.3)
4.8
(6.0)
22.7
(13.6)
48.5
(43.9)
25.0
(11.4)
0.0
(0.6)

▲10.3
(▲11.9)
▲ 4.6
▲13.0
41.7

▲12.6
(▲17.2)
2.3
(1.9)
▲ 9.4
(▲ 2.4)
▲ 4.5
(▲ 9.1)
▲ 6.9
(▲ 2.7)
34.4
(22.1)
52.7
(42.9)
42.2
(34.9)
14.5
(8.4)
27.3
(31.8)
57.6
(51.5)
18.2
(18.2)
4.5

(▲ 1.3)
▲10.3
(▲ 7.7)
▲ 2.7
▲ 8.4
46.9

▲21.8
(▲23.5)
▲21.1
(▲17.3)
▲19.7
(▲21.3)
▲15.9
(▲18.2)
▲24.1
(▲21.9)
22.1
(13.9)
47.3
(37.8)
45.8
(30.1)
9.6
(4.8)
31.8
(22.7)
53.0
(36.4)
20.5
(9.1)
0.6

(▲ 7.1)
▲11.1
(▲14.6)
▲ 8.4
▲15.3
49.0

▲11.5
(▲11.2)
1.5
(0.0)
▲ 2.4
(▲ 3.2)
0.0
(2.3)

▲ 13.5
(▲ 9.3)
26.3
(19.2)
47.7
(37.8)
48.2
(29.3)
4.8
(2.4)
27.3
(18.2)
53.0
(48.5)
20.5
(13.6)
▲ 4.5
(2.6)

▲12.7
(▲12.4)
▲ 1.5
▲10.8
48.4



2026.1～3

(▲ 5.4)

(▲22.5)

(▲ 8.3)

(6.5)

(21.0)

(29.0)

(21.0)

(16.1)

(6.5)

(76.4)

258258
2025.10～12
▲ 1.2
(▲ 4.2)
▲26.0
(▲24.1)
23.6
76.4
20.2
79.8
5.8
72.5
10.5
11.2
▲ 8.7
(▲10.2)

8.2
(11.9)
14.3
(11.9)
24.5
(28.8)
26.5
(13.6)
24.5
(23.7)
2.0

(10.2)
80.2
(76.6)

261261261260260 261261
2025.7～92025.4～62024.10～12 2025.1～3
▲ 5.4
(▲ 3.1)
▲21.1
(▲23.4)
20.7
79.3
20.3
79.7
8.4
66.3
11.5
13.8
▲ 6.9
(▲ 8.6)
7.1
(8.9)
14.3
(21.4)
25.7
(28.6)
21.4
(16.1)
24.3
(21.4)
7.1
(3.6)
74.3
(77.4)

▲ 4.2
(▲ 3.1)
▲20.3
(▲23.8)
22.6
77.4
23.8
76.2
10.0
64.4
10.3
15.3
▲ 8.2
(▲ 8.2)
9.5

(10.7)
20.6
(17.9)
25.4
(35.7)
27.0
(16.1)
15.9
(16.1)
1.6
(3.6)
75.5
(78.1)

1.9
(▲ 2.7)
▲25.8
(▲23.9)
20.8
79.2
18.8
81.2
9.6
59.6
11.9
18.8
▲ 7.0
(▲ 7.8)
12.5
(12.0)
19.4
(16.0)
31.9
(34.0)
16.7
(16.0)
15.3
(20.0)
4.2
(2.0)
73.8
(78.4)

▲ 2.7
(▲ 2.3)
▲19.5
(▲22.2)
21.5
78.5
20.3
79.7
9.2
63.2
11.9
15.7
▲ 6.1
(▲ 8.6)
12.3
(11.3)
20.0
(19.4)
26.2
(24.2)
20.0
(17.7)
18.5
(22.6)
3.1
(4.8)
77.0
(75.5)



2025.10～12

2025.10～12

①42.6
④19.8
3.1

③26.4
0.0
1.2
4.7

②29.1
16.7
1.2
0.0
6.2

⑤17.4
5.0
0.8
10.1
1.2
14.7
4.7
1.2
5.0
3.5
1.6
0.4
0.0
0.4
1.2
7.4
4.7
0.8
4.3
1.6
3.1
7.4
1.6
0.8

②29.1
①51.6
④17.1
5.0
2.3
3.1
8.5

③27.9
1.9
8.1
3.9
1.9
4.3
12.0
2.7

⑤14.0
5.0
4.3
0.0
6.2
3.5
8.1
0.0
0.0
0.4
0.4
0.8
7.0

2025.　 7～92025.　 4～62025.　 1～32024.10～12
①39.5
④18.0
5.4

③24.9
0.0
0.8
5.4

②31.0
14.6
0.4
0.4
10.3
⑤16.5
6.1
0.8
6.5
1.1
13.8
5.7
0.4
4.2
3.8
1.9
0.8
0.0
0.4
1.5
5.7
5.4
1.9
3.1
1.5
3.1
9.6
2.7
0.4

①35.6
③22.2
5.0

④24.1
0.0
0.8
5.0

②27.2
14.6
1.1
0.4
8.8

⑤15.7
5.7
0.0
9.6
1.1
15.3
5.0
1.1
3.4
4.2
1.1
0.0
0.0
0.8
0.8
5.0
3.4
1.5
4.6
1.1
3.1
8.4
3.4
0.4

①38.3
③22.2
3.4

④21.5
0.8
1.5
3.1

②31.4
⑤18.8
1.1
0.0
10.7
15.3
4.2
0.0
12.6
0.4
16.5
3.4
0.4
3.1
5.7
0.8
0.0
0.4
1.1
0.8
7.3
3.8
0.4
5.0
1.1
1.9
7.3
3.1
1.1

①34.6
④21.2
5.4

③23.1
1.2
1.2
2.7

②28.5
⑤18.8
0.8
0.0
9.6
13.8
3.1
0.4
11.9
1.9
16.5
3.5
0.4
2.7
5.4
1.5
0.0
0.0
1.5
0.4
7.7
4.2
1.2
3.5
0.8
3.1
8.1
2.7
1.2

2025.　 7～92025.　 4～62025.　 1～32024.10～12
②30.7
①59.4
④17.2
3.1
2.3
2.7
10.0
③23.8
1.5
6.1
2.7
2.3
5.4
9.2
2.7

⑤11.1
2.7
4.6
0.0
4.6
2.7
8.0
0.0
0.0
0.0
1.1
1.5
7.7

②32.2
①54.4
④16.1
3.8
1.1
2.7
10.0

③24.5
1.5
7.3
3.1
1.9
3.8
10.3
3.1

⑤12.3
3.1
5.4
0.0
5.7
2.7
7.7
0.0
0.0
0.0
0.4
1.5
8.4

②33.3
①55.2
④18.8
4.2
1.1
4.2
8.0

③25.3
1.9
4.6
2.7
1.9
3.8
11.5
3.1

⑤13.4
4.6
4.6
0.4
5.7
2.3
8.0
1.1
0.0
0.0
0.4
0.8
6.5

②28.8
①52.3
④18.8
5.4
1.2
3.5
10.4

③26.2
1.9
5.4
3.1
1.2
3.5
11.9
3.1

⑤13.1
3.1
3.8
0.0
6.2
2.7
9.2
0.0
0.0
0.4
0.0
0.4
9.6



産業ミライフェス inUEDA2025へ出展しました

上田千曲高等学校の生徒の皆様が当金庫本店営業店を
見学されました

しんきんSDGs私募債「ちいきのミライ」 発行企業のご紹介

岩村田支店しんきん会浅間ビジネスクラブ主催・
上田しんきん経営塾２１共催の「上田信用金庫経済講演会

（令和７年度第３回セミナー）」を開催しました

　令和７年１０月３１日、１１月１日の２日間「産業ミライフェス inUEDA2025（旧：上
田地域産業展）」がサントミューゼ（上田市交流文化芸術センター）にて開催され、当金
庫も出展し、当金庫の定期預金・定期積金のキャンペーンのチラシ、および各種取扱
いローンのチラシ等を配布するとともに、参加企業との交流を図ることができました。
　また、一般財団法人社会変革推進財団（SIIF）と上田商工会議所の主催により開催さ
れました特別フォーラム「地域中小企業の持続可能な経営と多様な人材戦略」にも当
金庫職員がトークセッションに登壇いたしました。

　令和７年１１月１１日、当金庫本店営業店に上田千曲高等学校の商業科２年生４１名を
招き、「しんきん見学会（本店営業店の見学会）」を開催いたしました。生徒の皆様は、信
用金庫の成り立ちや仕事内容、および自分たちが学んでいる地である上田地域の状況
（地域創生の観点から）などについて１時間程度の講義（座学）を受け、熱心にメモを取る
姿が窺えました。その後実際に営業店内を訪問し、貸金庫や ATM の裏側などを見学し
ました。また、「本物の１億円を持ってみよう体験」をした生徒からは、「意外と重い」、「意
外と軽い」など驚きの声が上がっていました。当金庫では、今後も金融の基礎知識や仕
組み等に関する金融教育を実施してまいります。

しんきんＳDGｓ私募債「ちいきのミライ」は、SDGsの１７のゴールを達成するための寄付を通じて、持続可能な地域社
会の実現に向けて取組むことが可能な私募債となっております。

　令和７年１０月２９日に佐久市の佐久平交流センターにて、岩村田支店浅間ビジネスク
ラブ（主催）と上田しんきん経営塾２１（共催）との共同開催により、「令和７年度第３回セ
ミナー」を開催いたしました。セミナーには、株式会社感性リサーチ　代表取締役で、人
工知能研究者、感性アナリスト、随筆家、日本ネーミング協会理事、日本文藝家協会会員
でもあります黒川伊保子氏を講師として招き、『人生に効く脳科学～脳が創り出す男女
のミゾ、人生の波』をテーマとして、多くの上田しんきん経営塾２１会員、および浅間ビジ
ネスクラブ会員の皆様が、脳科学の知見からマーケティングに活かすための術について
学びました。上田しんきん経営塾２１では、今回の会員同士の講演のほか、専門家による
IT・DX、事業承継（後継者育成）、販路拡大、人材確保、景気動向、環境関連、価格交渉
など経営者が抱えるさまざまな問題をテーマとしたセミナーを定期的に実施しておりま
す。また、長野県内外企業への視察旅行などを企画しております。上田しんきん経営塾２
１にご興味のある企業様がおられましたら、お気軽に当金庫地域創生戦略室、またはお
近くの営業店までご連絡をお願いいたします。

（担当：矢嶋・小澤）上田信用金庫/地域創生戦略室
補助金のご相談や申請支援をご希望の事業者様はぜひご相談ください

　令和７年１２月１７日、上田市天神に本社を置く株式会社レクスト・アイ様（冠婚葬祭業）がしんきんSDGs私募債
「ちいきのミライ」の発行に伴い、社会福祉法人上田市社会福祉協議会様（長野県上田市中央三丁目５番１号）へ、温
湿度計９個を寄贈いたしました。

株式会社レクスト・アイ（代表取締役　金森　茂明　様・夫馬　博行　様）



2025年12月1日～12月16日調査時点

2026年1月29日

https://www.shinkin.co.jp/ueda/


